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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
パ
ウ
イ
ヤ
タ
ン
文
化

財
団
Y
a
y
a
s
a
n
P
a
w
i
y
a
t
a
n
 K
a
b
u
d
a
y
a
n
 K
a
r
a
t
o
n
 S
u
r
a
k
a
r
t
a
 

（
以
下
パ
ウ
イ
ヤ
タ
ン
財
団
と
略
）
の
長
で
あ
る
ク
ス
・
ム
ル
テ
ィ
ア
・

パ
ク
・
ブ
ウ
ォ
ノ
（
以
下
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
）
は
、
ジ
ャ
ワ
宮
廷
舞
踊

を
広
く
世
に
紹
介
し
た
功
績
に
よ
っ
て
二

0
―
二
年
に
福
岡
ア
ジ

ア
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
宮
廷
の
伝
統
的
な
舞
踊
や
儀
礼
に
関
す

る
分
析
で
は
な
く
、
財
団
法
人
化
し
た
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
芸
術

活
動
を
扱
っ
た
研
究
に
は

H
a
r
y
a
n
t
i
(二

0
0
一
年
）
が
あ
る
が
、

宮
廷
舞
踊
団
の
公
演
活
動
の
内
容
に
関
す
る
研
究
は
管
見
の
限
り

見
当
た
ら
な
い
。
本
稿
は
、
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
海
外
公
演
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に

し
、
筆
者
の
同
宮
廷
の
定
期
練
習
へ
の
参
加
の
経
験
も
踏
ま
え
て
、

ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
が
海
外
で
紹
介
し
た
い
ジ
ャ
ワ
宮
廷
舞
踊
像
に

は
じ
め
に

ジ
ャ
ワ
王
家
舞
踊
団
の
海
外
公
演

ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
舞
踊
団

つ
い
て
考
察
す
る
。

筆
者
は
一
九
八
九
年
三
月
に
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
即
位
記
念
日

の
儀
礼
を
観
察
し
て
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
が
踊
る
の
を
見
る
機
会
を

得
、
一
九
九
五
年
に
は
日
生
劇
場
で
ス
ラ
カ
ル
タ
宮
廷
舞
踊
団
の

公
演
を
見
た
。
そ
の
後
一
九
九
六
年
三
月
か
ら
一
九
九
八
年
五
月
、

二
0
0
0
年
二
月
か
ら
二

0
0
三
年
二
月
ま
で
の
計
二
回
通
算
五

年
二
か
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
芸
術
大
学
ス
ラ
カ
ル
タ
校
に
留

学
し
、
同
時
に
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
が
直
接
指
導
す
る
ス
ラ
カ
ル
タ

王
家
の
定
期
舞
踊
練
習
に
参
加
し
た
。

ス
ラ
カ
ル
タ
宮
廷
舞
踊
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
中
部
（
狭

義
の
ジ
ャ
ワ
）
で
一
六
世
紀
に
興
っ
た
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
伝
統
を
継

承
し
て
い
る
舞
踊
で
あ
る
。
ス
ラ
カ
ル
タ
王
国
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民

地
時
代
に
あ
っ
て
も
自
治
権
を
有
し
、
高
度
な
宮
廷
芸
術
を
発
展

冨
岡

三
智

20 



さ
せ
て
き
た
が
、
一
九
五

0
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
が
発
足

す
る
と
同
王
国
の
所
領
は
中
部
ジ
ャ
ワ
州
に
併
合
さ
れ
、
さ
ら
に

一
九
五

0
年
代
半
ば
か
ら
は
共
産
主
義
の
影
響
も
強
ま
り
、
宮
廷

芸
術
は
存
続
の
危
機
に
瀕
し
た
。
一
九
六
三
年
に
『
プ
ド
ヨ
・
ク

タ
ワ
ン
」
の
調
査
を
し
た
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
[
A
n
d
e
r
s
o
n
1
9
6
7
]

は、

当
時
は
後
継
者
の
踊
り
手
た
ち
も
高
齢
化
し
、
宮
廷
舞
踊
は
い
つ

廃
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に

(
1
)
 

包
ま
れ
て
い
た
と
言
う
。

第
二
代
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
が
就
任
す
る
と
、
一
転
し
て
「
文
化

を
再
発
見
し
保
存
し
、
発
展
さ
せ
、
伝
統
と
歴
史
的
遺
産
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
[
S
u
t
t
o
n

1
9
9
1
]

、
一
九
六
九
／
一
九
七

0
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

p
k
J
T
（中

部
ジ
ャ
ワ
州
芸
術
発
展
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
宮
廷
内
で

伝
承
さ
れ
て
き
た
ス
リ
ン
ピ
（
女
性
四
人
に
よ
る
舞
踊
）
と
ブ
ド
ヨ
（
女

(2) 

性
九
人
に
よ
る
舞
踊
）
が
初
め
て
一
般
の
人
に
も
解
禁
さ
れ
た
。
ス
リ

ン
ピ
と
プ
ド
ヨ
は
後
宮
に
住
む
踊
り
手
た
ち
（
舞
踊
の
種
類
名
と
同
じ

く
、
プ
ド
ヨ
と
呼
ば
れ
る
）
や
王
族
の
子
女
た
ち
に
よ
っ
て
宮
廷
内
部

で
継
承
さ
れ
て
き
た
舞
踊
で
、
宮
廷
儀
礼
で
の
み
上
演
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
外
部
の
者
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

p
k
J

T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
王
か
ら
指
名
さ
れ
た
宮
廷
の
舞
踊
指
導
者
、

ダ
ル
ソ
女
史
が

p
k
J
T
参
加
者
に
宮
廷
舞
踊
を
伝
授
し
た
。
伝

授
さ
れ
た
宮
廷
舞
踊
曲
の
う
ち
い
く
つ
か
は
ス
ラ
カ
ル
タ
に
あ
る

国
立
芸
術
高
校
や
国
立
芸
術
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
導
入
さ
れ
、

(
3
)
 

ま
た

p
k
J
T
短
縮
版
の
カ
セ
ッ
ト
が
市
販
さ
れ
て
、
中
部
ジ
ャ

ワ
以
外
の
地
域
、
と
り
わ
け
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
も
ス
ラ
カ
ル
タ

王
家
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
公
演
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
王
の
即
位
式
お
よ
び
毎
年
の
即
位
記
念
日
に
の
み
上

演
さ
れ
る
「
プ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』
だ
け
は
、
王
家
の
家
宝
と
し

て
現
在
で
も
門
外
不
出
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
同
曲
は
、
代
々

の
マ
タ
ラ
ム
の
王
は
南
海
に
棲
み
霊
界
を
総
べ
る
女
神
ラ
ト
ゥ
・

キ
ド
ウ
ル
と
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
王
権
を
維
持
す
る
と
い
う

王
権
神
話
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
通
常
の
舞
踊
曲
と
は
違
っ

て
そ
の
遂
行
に
は
様
々
な
タ
プ
ー
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

海
外
か
ら
の
助
成
を
受
け
た
り
舞
踊
団
を
派
遣
し
た
り
す
る
際

の
条
件
と
し
て
法
人
で
あ
る
必
要
が
生
じ
、
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家

パ
ウ
イ
ヤ
タ
ン
文
化
財
団
が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
九
九
―
―
一
年
で
あ

(
4
)
。

る
[
H
a
r
y
a
n
t
i
2
0
0
1
:
 4
0
]

パ
ウ
イ
ヤ
タ
ン
は
か
つ
て
ス
ラ
カ
ル

タ
宮
廷
に
存
在
し
て
い
た
芸
術
部
門
を
管
理
す
る
部
局
の
名
前
だ

が、

P
K
J
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る
と
、
そ
れ
と
入
れ

替
わ
る
よ
う
に
一
九
七
三
年
に
活
動
を
停
止
し
て
い
た
。
そ
の
パ

ウ
イ
ヤ
タ
ン
を
再
興
、
財
団
化
し
現
行
の
宮
廷
舞
踊
団
の
体
制
を

整
え
た
の
が
パ
ク
・
プ
ウ
ォ
ノ
―
二
世
(
-
九
二
五
年
生
、
在
位
一
九

四
五
ー
ニ
0
0
四
年
没
）
の
娘
、
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
(
-
九
六
0
年
1
)

で
あ
る
。
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ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
は
王
族
の
義
務
と
し
て
幼
少
か
ら
宮
廷
舞
踊

を
習
っ
て
い
た
が
、
「
ブ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』
の
後
継
者
不
足
が
い

よ
い
よ
深
刻
に
な
る
と
、
一
九
八
四
年
か
ら
は
そ
の
歌
を
習
い
始

め

[
H
a
r
a
y
a
n
t
i
2
0
0
1
:
 
117]
、
一
九
八
八
年
か
ら
は
舞
踊
も
学
び

始
め
て
一
九
九
二
年
ま
で
五
回
、
即
位
記
念
日
で
「
ブ
ド
ヨ
・
ク

タ
ワ
ン
」
を
踊
っ
た

[Kustantina
D
e
w
i
 1
9
9
4
:
 1
2
5
]
。
そ
し
て

一
九
九

0
年
に
は
踊
り
手
の
育
成
の
た
め
パ
ウ
イ
ヤ
タ
ン
を
再
興

し
、
一
九
九
三
年
に
は
そ
れ
を
財
団
化
し
て
そ
の
長
と
な
っ
た

[Haryanti 2
0
0
1
:
 3
6
,
4
1
]
。
一
九
九
三
年
か
ら
は
自
ら
育
成
し
た

年
若
い
世
代
の
踊
り
手
を
出
演
さ
せ
る
一
方
、
自
身
は
『
ブ
ド
ヨ
・

ク
タ
ワ
ン
」
の
歌
い
手
と
し
て
参
加
を
続
け
て
い
る

[Kusutantina

D
e
w
i
 1
9
9
4
:
 1
2
6
]

。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
協
議
会
議
員
（
任

期
一
九
九
九
＼
二
0
0
四
年
）
と
な
る
ま
で
は
、
ス
リ
ン
ピ
や
ブ
ド
ヨ

の
定
期
練
習
で
指
導
を
続
け
た
。

し
か
し
、
王
女
が
『
ブ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
j

の
継
承
に
関
わ
る

こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
宮
廷
の
伝
統
に
は
な
か
っ
た
。
同
舞
踊
が

象
徴
的
に
描
く
王
と
女
神
ラ
ト
ゥ
・
キ
ド
ウ
ル
の
結
び
つ
き
と
い

う
テ
ー
マ
の
背
後
に
は
、
現
実
の
王
と
後
宮
に
住
む
踊
り
手
た
ち
、

す
な
わ
ち
ブ
ド
ヨ
と
の
性
的
な
結
び
つ
き
が
存
在
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
の
母
を
含
め
て
、
パ
ク
・
ブ
ウ
ォ
ノ

―
二
世
の
側
室
の
六
人
は
す
べ
て
元
ブ
ド
ヨ
で
あ
り
、
王
は
そ
の

六
人
と
の
間
に
三
七
人
の
子
を
も
う
け
た

[
Y
aasiin 2
0
0
4
:
 
iv, 

<
i
]
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
と
同
時
に
ス
ラ
カ
ル
タ
王
国

は
消
滅
し
て
も
、
そ
の
後
宮
制
度
は
実
質
上
存
続
し
て
い
た
。
そ

れ
だ
け
に
王
の
娘
が
『
ブ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
」
を
踊
る
こ
と
は
タ
ブ
ー

で
あ
り
、
当
初
は
王
も
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
が
そ
れ
を
踊
る
こ
と
に

反
対
し
て
い
た

[Kustantina
D
e
w
i
 1
9
9
4
:
 1
2
0
,
1
2
1
]
。

こ
の
よ
う
に
、
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
は
宮
廷
の
慣
例
を
破
っ
て
非

公
開
の
舞
踊
『
ブ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』
の
保
存
継
承
に
取
り
組
ん

だ
が
、
そ
の
一
方
で
舞
踊
団
を
組
織
化
し
て
対
外
的
な
活
動
を
増

や
し
た
。
と
く
に
目
立
つ
の
が
海
外
公
演
で
あ
る
。

海
外
で
の
公
演
状
況

(5) 

表
一
は
福
岡
ア
ジ
ア
文
化
賞
が
公
表
す
る
王
女
の
経
歴
（
資
料
一
）

の
中
か
ら
、
ス
ラ
カ
ル
タ
宮
廷
舞
踊
の
海
外
公
演
だ
け
を
取
り
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
表
中
の
一
九
八
五
年
は
原
文
で
は
一

九
八
六
年
と
な
っ
て
い
る
が
一
九
八
五
年
が
正
し
い
。
ま
た
、
原

文
で
ス
ロ
カ
ル
ト
と
あ
る
の
は
ス
ラ
カ
ル
タ
の
ジ
ャ
ワ
語
読
み
で

あ
る
。
公
演
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
た
め
、
表
中
で
は
ス
ロ
カ
ル
ト
の

ま
ま
の
表
記
と
し
た
。

0
印
が
公
演
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
あ
る
も
の
だ

が
、
一
九
八
四
年
の
三
公
演
に
つ
い
て
は
日
本
公
演
に
の
み
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
存
在
す
る
。
△
印
は
、
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
な
い
が

H
a
r
y
a
n
t
i
 (二
0
0
一
年
）
に
公
演
演
目
の
記
載
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
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一
九
八
四
年
の
「
ス
ロ
カ
ル
ト
王
家
宮
廷
舞
踊
公
演
」
は
、
実

際
に
は
王
家
の
公
式
公
演
で
は
な
い
。
こ
の
公
演
に
は
ム
ル
テ
ィ

ア
王
女
を
含
む
四
王
女
が
踊
り
手
と
し
て
参
加
し
「
ス
リ
ン
ピ
・

ラ
グ
ド
ウ
ン
プ
ル
」
を
上
演
し
た
が
、
こ
の
公
演
は
演
奏
を
行
っ

た
ラ
ン
バ
ン
サ
リ
と
い
う
日
本
の
ガ
ム
ラ
ン
団
体
の
自
主
公
演
で

あ
る

U
フ
ン
バ
ン
サ
リ
事
務
局
一
九
八
四
]
°
ラ
ン
バ
ン
サ
リ
は

東
京
芸
術
大
学
ガ
ム
ラ
ン
講
座
を
母
体
と
し
て
一
九
七
六
年
に
結

成
さ
れ
た
ク
ラ
プ
で
、
東
京
芸
術
大
学
が
招
聘
し
た
ガ
ム
ラ
ン
講

師
、
サ
プ
ト
ノ
に
学
ん
だ
成
果
を
披
露
す
る
の
が
目
的
で
、
王
女

達
は
特
別
友
情
出
演
者

[ibid:
3
]

と
し
て
、
私
的
に
こ
の
公
演
に

出
演
し
た
。
同
じ
く
一
九
八
四
年
の
欄
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
米

国
公
演
も
ま
た
招
聘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
名
や
公
演
名
が
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
様
に
王
女
達
の
私
的
な
公
演
だ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
一
九
八
五
年
の
香
港
、
ア
ジ
ア
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ヘ

の
出
演
に
つ
い
て
、
福
岡
ア
ジ
ア
文
化
賞
の
サ
イ
ト
で
は
一
九
八

六
年
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
王
女
の
英
語
版
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
は

(6) 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
名
は

A
s
i
a
n
A
r
t
 Festival, 
H
o
n
g
 K
o
n
g
と

な
っ
て
い
る
。
同
名
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
存
在
し
な
い
が
、

(7) 

H
o
n
g
 K
o
n
g
 Festival of A
s
i
a
n
 A
r
t
s
は
存
在
し
、
一
九
八
五

年
に
は

Solo
K
r
a
t
o
n
 G
a
m
e
l
a
n
 a
n
d
 D
a
n
c
e
r
s
 (Solo
は
ス
ラ
カ
ル

タ
の
別
称
、

Kraton
は
宮
廷
の
意
）
と
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
ソ
ロ

宮
廷
が
ソ
ロ
以
外
の
地
で
行
っ
た
最
初
の
公
演
で
あ
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る

[
H
o
n
g
K
o
n
g
 1985a: 
ll]
。
こ
の
こ
と
も
一
九

八
四
年
の
三
公
演
は
王
家
の
公
的
な
公
演
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
香
港
公
演
は
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
正
式
な
公
演
と

し
て
王
女
が
公
演
団
代
表
と
な
っ
て
い
る
が
、
芸
術
監
督
は
サ
ル

ド
ノ
・
ク
ス
モ
で
あ
り
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
サ
ル
ド
ノ
・
ク
ス
モ

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
手
掛
け
る
ア
ム
ナ
で
あ
る

[
H
o
n
g
K
o
n
g
 

1985b: 3
0
]
。
廿
ノ
ル
ド
ー
ノ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
代
表
す
る
現
代
舞
踊

の
巨
匠
だ
が
、
ス
ラ
カ
ル
タ
出
身
で
、
幼
少
か
ら
ス
ラ
カ
ル
タ
王

家
の
舞
踊
家
に
師
事
し
て
王
家
と
も
関
わ
り
が
深
く
、
ま
た
、
一

九
九
三
年
の
作
品
で
も
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
て

い
る
。
一
九
六
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
一
年
間
の
研
修
か
ら

帰
国
し
た
サ
ル
ド
ノ
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
始
め
、

一
九
七
二
年
か
ら
国
際
的
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
発
表
を
続
け
な

が
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
代
舞
踊
を
牽
引
し
た

[
J
F
A
C
1
9
9
6
:
 4
]
。

サ
ル
ド
ノ
は
バ
リ
や
ス
マ
ト
ラ
な
ど
の
島
々
の
文
化
発
掘
に
着
手

し
な
が
ら
共
同
制
作
を
行
っ
た
が
、
そ
の
作
品
作
り
に
お
い
て
は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
方
の
伝
統
舞
踊
に
習
熟
し
た
踊
り
手
や
振
付

師
た
ち
に
、
自
ら
の
伝
統
を
創
造
的
精
神
を
も
っ
て
見
直
す
よ
う

刺
激
を
も
与
え
た
」

[ibid]
。
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
舞
踊
団
を
海
外
の

ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
紹
介
す
る
と
い
う
発
想
は
そ
の
よ

う
な
サ
ル
ド
ノ
の
活
動
の
延
長
線
上
か
ら
生
ま
れ
た
と
言
え
、
ス
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ラ
カ
ル
タ
王
家
は
サ
ル
ド
ノ
に
よ
っ
て
国
際
的
な
活
動
の
道
を
開

か
れ
た
と
言
え
る
。

一
九
九
三
年
に
「
米
国
、
ネ
ク
ス
ト
・
ウ
ェ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
て
宮
廷
舞
踊
公
演
『
P
A
S
S
A
G
E
T
H
R
O
U
G
H
 T
H
E
 G
O
N
G
』

（
サ
ル
ド
ノ
．

w
.
ク
ス
モ
氏
と
共
演
）
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
公
的
な
宮

廷
舞
踊
公
演
で
は
な
く
、
本
稿
の
分
析
の
対
象
と
し
な
い
。
と
い

う
の
も
、
「
作
品
全
体
の
お
よ
そ
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
『
ス
リ

ン
ピ
・
サ
ン
グ
パ
テ
ィ
』
の
部
分
は
、
「
ス
ス
フ
ナ
ン
王
家
（
箪
者
註
i

ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
に
同
じ
）
の
パ
ク
・
ブ
ウ
ォ
ノ
ニ
―
世
の
娘
、
ク
ス
・

イ
ン
ド
ゥ
リ
ヤ
王
女
の
先
導
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
形
で
踊
ら
れ

る
[
]
F
A
C
1
9
9
6
:
8
]

」
も
の
の
、
サ
ル
ド
ノ
．

w．
ク
ス
モ
が
構
成
・

(8) 

振
付
を
行
っ
た
現
代
舞
踊
作
品
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
の
「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
フ
ェ
ス
テ

バ
ル
宮
廷
舞
踊
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
」
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ウ
ィ
ー

ン
、
ラ
ン
ゲ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ジ
ェ
ノ
バ
、
バ
ー
ゼ
ル
、

パ
リ
、
デ
ン
ハ
ー
グ
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
一

0
都
市
を

巡
回
し
て
行
わ
れ
た
[
H
a
r
y
a
n
t
i
2
0
0
1
:
 

77]。
籠
者
の
手
許
に
は

『

T
h
e
S
e
c
r
e
t
 D
a
n
c
e
s
 of K
a
r
a
t
o
n
 S
u
r
a
k
a
r
t
a
 H
a
d
i
n
i
n
g
r
a
t』

[
C
e
m
p
a
k
a
]
と
題
さ
れ
た
英
文
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
こ
れ
に
は

公
演
年
や
開
催
地
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
以
下
の
四
つ

の
理
由
か
ら
こ
の
公
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
同
定
で
き
る
。

第
一
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
S
e
c
r
e
t
と
い
う
語
が
、

「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
の
一
部
で
あ

る
。
第
二
に
、
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
演
目
は
H
a
r
y
a
n
t
i

(
2
0
0
1
:
 7
7
)
 

~
“
担
四
却
i
L
4」
-
＋
心
十
心
三
年
の
公
演
演
目
と
ほ
ほ
同
じ
で

あ
る
。
第
三
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
末
尾
に
は
そ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で

あ
る
化
粧
品
会
社
の
活
動
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

一
九
九
二
年
ま
で
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公

演
は
一
九
九
三
年
か
そ
れ
以
降
に
行
わ
れ
た
。
第
四
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
の
称
号
が
未
婚
を
示

す
G
.
R
.
A
J
=
 Gusti 
R
a
d
e
n
 A
j
e
n
g
と
な
っ
て
い
る
が
、
王
女
の

結
婚
は
一
九
八
四
年
で
あ
る
た
め
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公
演
は

そ
れ
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
九
九
三
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
の
も
の
と

し
て
扱
う
。

表
二
は
一
九
九
七
年
ま
で
の
宮
廷
の
公
式
公
演
の
演
目
内
容
を

種
類
ご
と
に
分
け
て
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
典
に
よ
り
発

音
表
記
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
が
、
筆
者
が
統
一
し
た
。
こ
の
う
ち
、

男
性
単
独
舞
踊
と
い
う
分
類
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
H
a
r
y
苔
ti
(二

0
0
一
年
）
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
『
ス
リ
カ

ン
デ
ィ
・
ム
ス
ト
コ
ウ
ェ
ニ
』
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
プ
テ
ィ
ラ

四
海
外
公
演
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
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ン
（
舞
踊
劇
の
戦
い
の
一
シ
ー
ン
を
舞
踊
化
し
た
も
の
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、

分
析
の
観
点
か
ら
女
性
舞
踊
と
し
た
。
ま
た
舞
踊
劇
を
表
わ
す
名

称
と
し
て
、
一
九
九
三
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
フ
ラ
グ
メ
ン
と
ス

ン
ド
ラ
タ
リ
が
、
一
九
九
五
年
日
本
公
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ド

ラ
マ
タ
リ
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
セ
リ
フ
が
な
く

舞
踊
と
音
楽
だ
け
で
物
語
を
表
現
し
た
劇
を
指
し
て
い
る
た
め
、

本
稿
で
は
舞
踊
劇
と
い
う
名
称
に
統
一
し
た
。

こ
の
中
で
厳
密
な
意
味
で
の
宮
廷
舞
踊
、
す
な
わ
ち
宮
廷
舞
踊

家
が
宮
廷
内
部
の
公
的
な
儀
礼
で
上
演
す
る
舞
踊
は
ス
リ
ン
ピ
、

ブ
ド
ヨ
、
ウ
ィ
レ
ン
の
三
種
類
だ
け
で
あ
る
。
植
民
地
時
代
末
期
、

ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
王
族
が
運
営
し
て
い
た
ラ
ジ
オ
局

S
R
I
の

一
九
四

0
年
―
一
月
か
ら
一
九
四
一
年
五
月
、
同
年
九
月
か
ら
一

0
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

[
S
R
I
]

に
は
王
宮
か
ら
の
生
放
送
の
枠
が
あ

り
、
毎
週
月
曜
と
木
曜
の
朝
一

0
時
か
ら
二
時
ま
で
は
ウ
ィ
レ
ン

の
、
水
曜
と
日
曜
の
同
時
間
帯
に
は
ス
リ
ン
ビ
、
ブ
ド
ヨ
の
曲
が

中
継
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
舞
踊
の
定
期
練
習
の
時
間
帯
で
、
こ

れ
ら
三
種
類
だ
け
が
宮
廷
で
公
式
に
練
習
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
演
目
解
説
に
は
、
こ
れ
ら
の
三

種
類
の
演
目
に
つ
い
て
は
創
作
や
改
作
し
た
王
の
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。
実
際
に
は
宮
廷
芸
術
家
が
振
付
を
担
当
し
て
い
る
と
し
て

も
、
そ
の
時
代
の
王
の
作
と
さ
れ
る
の
が
宮
廷
の
通
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
宮
廷
舞
踊
は
す
べ
て
群
舞
で
あ
り
、
特
定
の
物
語
が

な
く
抽
象
的
な
内
容
が
多
い
。
一
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
ブ
ド
ヨ

は
九
人
の
、
ス
リ
ン
ピ
は
四
人
の
女
性
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
る
。
ウ
ィ

レ
ン
は
武
器
を
持
ち
戦
い
の
訓
練
を
抽
象
的
に
描
い
た
男
性
宮
廷

舞
踊
で
二
人
か
四
人
で
踊
ら
れ
る
が
、
ス
ラ
カ
ル
タ
宮
廷
で
は
筆

者
が
知
る
限
り
四
人
で
上
演
さ
れ
る
。
一
九
九
三
年
の
公
演

[
C
e
m
p
a
k
a
:
 1
6
,
1
7
]

に
は
男
性
の
踊
り
手
と
し
て
、
ス
ラ
カ
ル
タ

宮
廷
の
舞
踊
指
導
に
当
た
る
マ
リ
デ
ィ
以
外
に
五
人
の
男
性
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
四
人
が
ウ
ィ
レ
ン
、
一
人
が
男
性
単
独
舞
踊

を
上
演
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
九
九
七
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
ウ
ィ
レ
ン
担
当
の
四
人
が
明
記
さ
れ
て
い
る
[
J
S
I
M
D
1
9
9
7
:
1
3
]

。

男
性
単
独
舞
踊
は
、
宮
廷
外
で
発
展
し
た
商
業
舞
踊
劇
（
ワ
ヤ
ン
・

オ
ラ
ン
）
や
仮
面
舞
踊
劇
（
ワ
ヤ
ン
・
ト
ペ
ン
）
に
登
場
す
る
王
や
武

将
が
恋
に
落
ち
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
宮
廷
舞
踊
と
は

対
照
的
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
が
あ
る
た
め
、
見
て
い
て
楽
し
い
。

「
ク
ロ
ノ
・
ト
ペ
ン
』
や
I

ガ
ト
コ
チ
ョ
・
ガ
ン
ド
ウ
ル
ン
』
は
ジ
ャ

ワ
で
人
気
の
あ
る
演
目
で
、
結
婚
式
な
ど
で
盛
ん
に
上
演
さ
れ
る
。

王
族
た
ち
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
こ
の
よ
う
な
舞
踊
を
好
み
、
こ

れ
ら
の
舞
踊
の
名
手
を
自
邸
に
招
き
、
自
身
で
も
踊
っ
た
た
め
、

次
第
に
宮
廷
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
定
着
し
た
。
こ
の
演
目
が

入
れ
ら
れ
た
の
は
、
王
族
男
性
の
踊
り
手
や
宮
廷
の
舞
踊
師
匠
で

あ
る
マ
リ
デ
ィ
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

女
性
舞
踊
(
-
九
八
五
年
、
一
九
九
三
年
）
の
『
ス
リ
カ
ン
デ
ィ
・
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ム
ス
ト
コ
ウ
ェ
ニ
』
も
ま
た
宮
廷
舞
踊
で
は
な
い
。
一
九
八
五
年

の
公
演
で
は

B
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
あ
る
こ
と
や
、
一
九
九
三
年

の
公
演
で
は
他
に
影
絵
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
用
意
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

表
二
か
ら
、
ス
ラ
カ
ル
タ
宮
廷
舞
踊
団
の
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

基
本
的
な
組
み
立
て
は
女
性
舞
踊
の
ブ
ド
ヨ
、
男
性
舞
踊
の
ウ
ィ

レ
ン
と
単
独
舞
踊
、
男
女
混
合
に
よ
る
舞
踊
劇
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
特
に
、
一
九
九
五
年
の
日
本
公
演
、
一
九
九
六
年
の
オ
ラ

ン
ダ
公
演
で
は
ブ
ド
ヨ
と
舞
踊
劇
だ
け
が
上
演
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
二
種
類
が
特
に
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
心
だ
と
言
え
る
。

一
九
八
五
年
の
公
派
で
は
、
第
一
、
第
ニ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
共

通
し
て
、
前
半
の
最
初
に
ブ
ド
ヨ
、
二
曲
目
に
男
性
単
独
舞
踊
、

次
い
で
ウ
ィ
レ
ン
ニ
曲
が
上
演
さ
れ
て
休
憩
と
な
り
、
後
半
一
曲

目
が
ス
リ
ン
ピ
ま
た
は
女
性
舞
踊
、
二
曲
目
が
舞
踊
劇
、
と
い
う

流
れ
で
あ
る

[
H
o
n
g
K
o
n
g
 1
9
8
5
b
:
 2
2
]

。
一
九
九
五
年
の
日
本

公
演
で
は

A
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

B
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
最
初
に
宮
廷
儀

礼
用
の
楽
曲
が
演
奏
さ
れ
、
二
番
目
に
ブ
ド
ヨ
、
休
憩
を
は
さ
ん

で
三
番
目
に
舞
踊
劇
ワ
一
ッ
セ
イ
1
9
9
5
]

が
上
演
さ
れ
た
。
一
九

九
七
年
の
日
本
公
演
で
は
舞
踊
劇
が
な
い
が
、
前
半
最
初
に
宮
廷

儀
礼
用
の
楽
曲
、
次
い
で
ブ
ド
ヨ
が
上
演
さ
れ
て
休
憩
、
後
半
で

ウ
ィ
レ
ン
、
ス
リ
ン
ピ
、
男
性
単
独
舞
踊
が
順
に
上
演
さ
れ
た
。

他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
で
も
お
そ
ら
く
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
順
序

で
、
重
々
し
い
雰
囲
気
で
、
か
つ
着
付
と
結
髪
に
時
間
が
か
か
る

ブ
ド
ヨ
を
最
初
に
、
次
に
男
性
舞
踊
を
上
演
し
、
着
替
え
の
時
間

を
取
る
た
め
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
男
女
混
合
で
踊
る
華
や
か
な
舞

踊
劇
を
後
半
に
配
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
気
づ
く
の
は
、
公
演
内
容
が
平

素
の
ー
|
少
な
く
と
も
筆
者
が
参
加
し
て
い
た
一
九
九
六
年
か
ら

二
0
0
三
年
ま
で
の
間
の
ー
活
動
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
で
あ
る
。

女
性
舞
踊
ス
リ
ン
ピ
と
ブ
ド
ヨ
の
定
期
練
習
は
日
曜
日
の
午
後

一
時
頃
か
ら
ス
モ
ロ
コ
ト
に
て
行
わ
れ
て
い
た
。
音
楽
は
生
演
奏

で
あ
り
、
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
が
毎
回
来
て
ク
プ
ラ
（
舞
踊
合
図
の
楽
器
）

を
演
奏
し
な
が
ら
練
習
を
指
導
し
、
そ
の
同
母
姉
妹
た
ち
が
数
人
、

片
隅
で
練
習
を
見
守
っ
た
。
し
か
し
、
ス
リ
ン
ピ
の
練
習
が
ほ
と

ん
ど
で
ブ
ド
ヨ
の
練
習
は
少
な
か
っ
た
。
あ
っ
た
と
し
て
も
ム
ル

テ
ィ
ア
王
女
が
一
九
八
八
年
に
時
代
の
変
化
に
合
う
よ
う
に
手
を

加
え
た

[
C
e
m
p
a
k
a
:
5
]
 

(
実
際
に
は
復
曲
と
言
え
る
）
『
ブ
ド
ヨ
・
ス

コ
ハ
ル
ジ
ョ
」
の
練
習
で
あ
り
、
『
パ
ン
ク
ル
』
と
『
ド
ウ
ロ
ダ
セ
』

は
公
演
前
に
し
か
練
習
さ
れ
な
か
っ
た
。
男
性
宮
廷
舞
踊
の
定
期

練
習
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
公
演
前
に
な
る
と
女
性
舞
踊
の
定
期

練
習
の
後
に
続
け
て
ウ
ィ
レ
ン
や
男
性
単
独
舞
踊
の
練
習
が
行
わ

れ
た
。
舞
踊
劇
は
公
式
の
宮
廷
舞
踊
で
は
な
い
た
め
定
期
練
習
が

な
く
、
や
は
り
公
演
前
に
し
か
練
習
さ
れ
な
か
っ
た
。
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五 ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
で
は
『
ブ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』
の
継
承
と
、

そ
の
後
継
者
の
鍛
錬
の
た
め
の
女
性
舞
踊
の
練
習
が
優
先
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
一
般
の
舞
踊
教
室
の
よ
う
に
カ
セ
ッ
ト
を
使
用
せ
ず
生

演
奏
で
練
習
す
る
た
め
、
練
習
に
も
大
勢
の
演
奏
者
を
必
要
と
し
、

人
件
費
も
か
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
男
性
舞
踊
の
定
期
練
習
を
女

性
舞
踊
と
は
別
の
日
に
行
う
こ
と
は
予
算
的
に
厳
し
か
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
定
期
練
習
で
頻
繁
に
練
習
さ
れ
る
ス
リ
ン

ピ
で
は
な
く
プ
ド
ヨ
が
上
演
さ
れ
る
理
由
、
以
前
か
ら
宮
廷
舞
踊

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
は
な
い
舞
踊
劇
が
公
演
演
目
と
な
る
理
由
に

つ
い
て
は
、
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

ブ
ド
ヨ
の
重
視

ス
ラ
カ
ル
タ
宮
廷
に
お
い
て
賓
客
を
迎
え
て
上
演
さ
れ
て
い
た
(9) 

の
は
通
常
は
ス
リ
ン
ピ
で
あ
り
、
プ
ド
ヨ
の
上
演
は
少
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
一
九
七

0
年
代
に
宮
廷
芸
術
の
解
禁
と
伝
承
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
採
譜
さ
れ
た
舞
踊
曲
が
プ
ド
ヨ
一

0
曲
と
ス
リ

ン
ピ
一

0
曲
で
あ
り
[
M
a
r
t
o
p
a
n
g
r
a
w
i
t
.
1
9
7
2
]

、
ス
リ
ン
ピ
の

振
付
が
全
曲
残
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
ブ
ド
ヨ
の
振
付
は
表
二
の

三
曲
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
、
ス
リ
ン

ビ
の
方
が
そ
れ
だ
け
よ
く
練
習
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
筆
者
の
経
験
と
も
合
致
す
る
。

ブ
ド
ヨ
の
練
習
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
プ

ド
ヨ
で
使
わ
れ
る
ク
マ
ナ
の
音
が
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
比
較
的
練
習
さ
れ
て
い
た
『
プ
ド
ヨ
・
ス
コ
ハ
ル
ジ
ョ
」

で
は
ク
マ
ナ
を
使
用
し
な
い
が
、
『
パ
ン
ク
ル
」
と
『
ド
ウ
ロ
ダ
セ
」

で
は
前
半
部
で
使
用
す
る
。
ク
マ
ナ
は
古
い
宮
廷
舞
踊
曲
で
の
み

使
わ
れ
る
楽
器
で
、
そ
の
音
は
宮
廷
を
守
護
す
る
女
神
ラ
ト
ゥ
・

キ
ド
ウ
ル
が
好
む
と
さ
れ
、
む
や
み
に
鳴
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ

(IO) 
た
。
「
ブ
ド
ヨ
・
ス
コ
ハ
ル
ジ
ョ
』
は
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
が
復
曲
さ

せ
た
と
い
う
以
外
に
、
ク
マ
ナ
を
使
わ
な
い
と
い
う
点
で
練
習
し

や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
ク
マ
ナ
を
使
う

プ
ド
ヨ
が
好
ん
で
上
演
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
九
人
で
踊
る
ブ
ド
ヨ
は
額
縁
舞
台
で
非
常
に
映
え
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
ス
リ
ン
ピ
も
ブ
ド
ヨ
も
全
員
が
同
一
の
振
付
で

踊
る
舞
踊
で
あ
り
、
作
品
の
印
象
は
そ
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
構

成
に
左
右
さ
れ
る
。
ス
リ
ン
ピ
は
、
四
人
と
人
数
も
少
な
く
、
シ

ン
メ
ト
リ
な
方
形
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
、
観
客
か

ら
見
え
る
踊
り
手
は
前
列
二
人
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
踊
り
手
が

そ
の
場
で
回
転
し
て
向
き
を
変
え
る
動
き
が
多
く
、
全
体
の
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
は
大
き
く
変
化
し
な
い
た
め
、
踊
り
手
が
広
い
舞
台

の
中
央
に
集
ま
っ
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
が
ち
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
構
成
は
観
客
に
三
方
あ
る
い
は
四
方
を
囲
ま
れ
た
、
親

密
な
空
間
で
上
演
さ
れ
る
の
に
適
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
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ブ
ド
ヨ
は
横
長
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
基
本
的
に
最
初

は
前
列
五
人
が
正
面
か
ら
見
え
て
い
る
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ニ

人
の
踊
り
手
が
横
に
移
動
し
て
七
人
の
姿
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
後
―
―
一
人
と
六
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
向
き
合
い
、
さ
ら

に
三
人
の
グ
ル
ー
プ
が
違
う
方
向
を
向
い
て
座
り
、
再
び
立
っ
た

の
ち
全
員
が
移
動
し
て
縦
一
列
に
な
り
…
と
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

が
次
々
に
展
開
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
観
客
は
大
勢
の
踊
り
手
の
顔

が
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
る
。
王
家
舞
踊
団
と
し
て
は
所
属
す
る
舞

踊
団
員
を
多
く
出
演
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
も
優
れ

て
い
る
。

第
二
に
、
忌
避
さ
れ
る
ク
マ
ナ
自
体
が
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
ク

マ
ナ
が
バ
ナ
ナ
の
よ
う
な
形
を
し
た
楽
器
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る

の
は

[
C
e
m
p
a
k
a
:
5

、
ニ
ッ
セ
イ
1
9
9
5
:
1
6
、
J
S
I
M
D
1
9
9
7
:
 1
5
]

、

ク
マ
ナ
が
通
常
の
ガ
ム
ラ
ン
編
成
に
は
含
ま
れ
ず
、
一
般
に
は
知

ら
れ
て
い
な
い
楽
器
だ
か
ら
で
あ
る
。
楽
器
編
成
も
通
常
と
は
異

な
り
、
ク
マ
ナ
の
音
が
目
立
つ
。
王
家
内
部
で
は
み
だ
り
に
演
奏

す
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
ス
ラ
カ
ル
タ

王
家
の
芸
術
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
う
る
。

以
上
の
二
点
は
、
舞
台
芸
術
作
品
と
し
て
ス
リ
ン
ピ
で
は
な
く

ブ
ド
ヨ
を
選
ぶ
決
め
手
と
な
る
。
し
か
し
、
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
が
、

定
期
練
習
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
ブ
ド
ヨ
を
あ
え
て
公

む
し
ろ
、

演

演

目

に

選

ぶ

理

由

と

し

て

は

弱

い

。

ス

ラ

カ

ル

タ

王

家
で
は
な
く
主
催
者
や
企
画
者
が
ブ
ド
ヨ
上
演
を
希
望
し
た
、
あ

る
い
は
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
が
そ
の
よ
う
に
付
度
し
た
可
能
性
の
方

が
高
い
。
た
と
え
ば
、
ス
ラ
カ
ル
タ
宮
廷
舞
踊
が
解
禁
さ
れ
て
間

も
な
く
の
一
九
七
二
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

P
A
T
A
（
太
平
洋
ア

ジ
ア
観
光
協
会
）
国
際
会
議
が
開
か
れ
た
と
き
、
そ
の
会
場
の
一
っ

と
な
っ
た
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
に
お
い
て
ブ
ド
ヨ
が
上
演
さ
れ
た

[
T
a
s
m
a
n
 1
9
9
5
:
 3
]

が
、
こ
の
公
演
は

P
A
T
A
に
依
頼
さ
れ
た

(11) 

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
宮
廷
舞
踊
作
品
の
保
存
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
―

1
0
0
六
年
―
一
月
に
『
ス
リ
ン
ビ
・
ゴ
ン
ド
ク
ス
モ
』

を
、
二

0
0
七
年
六
月
に
『
ブ
ド
ヨ
・
パ
ン
ク
ル
」
を
ス
ラ
カ
ル

タ
で
公
演
し
た
。
い
ず
れ
も
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
舞
踊
家
や
演
奏

者
は
加
わ
っ
て
い
な
い
が
、
ス
リ
ン
ビ
公
演
の
時
は
全
く
マ
ス
コ

ミ
の
反
応
が
な
か
っ
た
一
方
、
ブ
ド
ヨ
公
演
の
時
は
公
演
告
知
か

ら
レ
ビ
ュ
ー
ま
で
含
め
、
計
一
五
紙
と
一
雑
誌
に
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
[
T
o
m
i
o
k
a
2
0
0
9
]

。
こ
の
よ
う
に
、
宮
廷
外
部
の
者
や
メ
デ
ィ

ア
は
ス
リ
ン
ピ
よ
り
も
ブ
ド
ヨ
に
対
し
て
明
ら
か
に
高
い
関
心
を

示
す
。実
は
、
そ
の
現
象
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
末
期
に
遡
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
九
一
九
年
に
バ
タ
ビ
ア
の
東
イ
ン
ド
政
庁
と
ジ
ャ

ワ
の
四
王
家
の
出
資
に
よ
り
ジ
ャ
ワ
協
会
が
設
立
さ
れ
た

[
E
r
k
e
l
e
n
s
 2
0
0
1
:
 2
-
3
]

。
一
九
一
九
年
に
は
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
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ハ
デ
ィ
ウ
イ
ジ
ョ
ヨ
王
子
が
ジ
ャ
ワ
協
会
で
『
ブ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』

の
実
施
や
南
海
の
女
神
の
伝
説
に
つ
い
て
報
告
し

[
H
a
d
i
w
i
d
j
o
j
o

1
9
8
1
]
、
一
九
二
四
年
に
は
ク
リ
ド
・
ブ
ク
ソ
・
ウ
イ
ロ
モ
舞
踊
団

が
ジ
ャ
ワ
協
会
の
依
頼
に
よ
り
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
王
家
の
ブ
ド

ヨ
を
上
演
し
た

[
D
j
a
w
a

V
 19
2
4
:
 2
1
0
.
 L
i
n
d
s
a
y
 1
9
9
1
:
 2
2
]
。
ち

な
み
に
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
王
家
の
宮
廷
舞
踊
は
そ
の
六
年
前
の

一
九
一
八
年
に
一
般
に
解
禁
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ワ
協
会
の
会
貝

は
植
民
地
官
僚
と
ジ
ャ
ワ
人
知
識
人
階
級
で
あ
り
、
彼
ら
に
よ
っ

て
ジ
ャ
ワ
学
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
つ
ま
り
、
ブ
ド
ヨ
を
見
出
し

た
の
は
ジ
ャ
ワ
協
会
だ
と
言
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
ほ
ぽ
一
世
紀
前
、
ジ
ャ
ワ
宮
廷
が
植
民
地
官
僚

に
対
し
て
見
せ
て
い
た
舞
踊
は
ス
リ
ン
ピ
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
フ
ル

ズ
の
『
ジ
ャ
ワ
誌
』
(
-
八
一
七
年
）
に
は
「
公
的
な
娯
楽
の
た
め
に

踊
る
踊
り
娘
の
中
で
も
、
第
一
の
ラ
ン
ク
に
あ
っ
て
技
量
が
最
も

優
れ
て
い
る
の
は
、
王
や
皇
太
子
の
側
室
ら
で
あ
る
。
彼
ら
だ
け

が
ス
リ
ン
ピ
ー
四
人
に
よ
る
舞
踊
—
|
＇
を
踊
る
こ
と
を
許
さ
れ
、

並
々
な
ら
ぬ
優
雅
さ
、
上
品
さ
で
他
よ
り
抜
き
ん
出
て
い
る
」
と

あ
り
、
ス
リ
ン
ピ
の
衣
装
や
振
付
、
上
演
状
況
に
つ
い
て
の
詳
細

な
観
察
報
告
が
あ
る
一
方
、
ブ
ド
ヨ
に
つ
い
て
は
ス
リ
ン
ピ
の
後

に
「
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
貴
族
は
ブ
ド
ヨ
を
上
演
す
る
に
十
分

な
数
の
若
い
踊
り
手
・
側
室
を
維
持
す
る
だ
け
の
ゆ
と
り
が
な
い
」

と
し
て
数
行
の
報
告
が
あ
る
の
み
で
あ
る

[
R
a
f
f
l
e
s

1
8
1
7
:
 3
4
0
,
 

3
4
2
]
。
こ
の
記
述
か
ら
、
当
時
、
王
や
皇
太
子
が
王
国
の
公
式
儀

礼
の
中
で
上
演
す
る
演
目
は
ス
リ
ン
ビ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
臣

下
の
貴
族
た
ち
も
ブ
ド
ヨ
を
持
つ
こ
と
は
で
き
る
が
ス
リ
ン
ビ
は

上
演
で
き
な
い
こ
と
、
と
は
い
え
ブ
ド
ヨ
の
上
演
に
必
要
な
踊
り

手
の
人
数
の
確
保
が
難
し
い
た
め
ブ
ド
ヨ
の
上
演
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
人
数
確
保
が
難
し
い
の
は
、

「
一
般
的
に
子
供
が
で
き
る
と
こ
の
職
か
ら
外
さ
れ
る
」
[
i
b
i
d
:
3
4
1
]
 

た
め
で
あ
る
。
王
や
皇
太
子
の
芸
術
が
ス
リ
ン
ビ
に
変
わ
っ
た
の

は
、
そ
の
方
が
音
楽
的
に
新
し
く
高
度
な
芸
術
だ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
ス
リ
ン
ピ
は
パ
ク
・
ブ
ウ
ォ
ノ
五
世
(
-
八
二
0
1
一
八
二
三
年
）

が
即
位
前
に
作
り
出
し
た
ジ
ャ
ン
ル
で
、
そ
の
当
時
に
楽
器
の
改

良
が
お
こ
な
わ
れ

[
W
a
r
s
a
d
i
n
i
n
g
r
a
t
l
9
7
9
:
1
2
3
]
、
ク
マ
ナ
を
使

う
プ
ド
ヨ
の
伴
奏
よ
り
も
規
模
が
大
き
く
、
現
在
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
楽
器
編
成
が
確
立
さ
れ
た
。
ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
ち
ょ
う
ど
こ
の

変
わ
り
目
の
時
代
に
ジ
ャ
ワ
に
居
合
わ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

二
0
世
紀
初
頭
に
ジ
ャ
ワ
協
会
が
ス
リ
ン
ピ
よ
り
も
ブ
ド
ヨ
ヘ

の
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
盛
ん
に
上
演
さ
れ
て
い
る
ス
リ
ン
ピ
よ

り
も
ブ
ド
ヨ
の
方
に
よ
り
古
い
歴
史
的
価
値
が
あ
る
と
い
う
認
識

が
生
ま
れ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
三
一
年
の
植
民
地
博

覧
会
で
フ
ラ
ン
ス
は
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
、
オ
ラ
ン
ダ
は
ジ
ャ

ワ
の
ム
ン
ド
ウ
ッ
ト
寺
院
を
会
場
内
に
再
現
し
た
[
永
渕
1
9
9
8
:
8
6
-

1
0
8
]

よ
う
に
、
遺
跡
や
伝
統
儀
礼
を
掘
り
起
し
、
秘
匿
さ
れ
て
い
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た
価
値
を
見
出
し
た
い
と
欲
求
す
る
視
線
、
言
い
換
え
れ
ば
オ
リ

ェ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
視
線
が
そ
の
当
時
に
生
ま
れ
、
そ
れ
が
ブ
ド
ヨ

を
見
た
い
と
い
う
欲
求
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
当
時
の
認
識
で
は
、
ス
リ
ン
ピ
は
王
女
の
た
め
の
舞
踊
で
、

王
女
が
高
貴
な
生
ま
れ
の
者
と
し
て
洗
練
さ
れ
た
物
腰
を
身
に
つ

け
、
教
養
の
仕
上
げ
と
す
る
も
の
で
あ
り

[
K
l
e
e
n
1
9
2
5
:
 1
2
]

、

一
方
、
ブ
ド
ヨ
は
村
々
か
ら
集
め
ら
れ
て
後
宮
に
住
む
美
少
女
た

ち
に
踊
ら
せ
る
舞
踊
で
あ
っ
た

[
i
b
i
d
:

10]
、
彼
女
た
ち
は
子
供
が

生
ま
れ
る
と
そ
の
ま
ま
後
宮
に
残
り
、
そ
う
で
な
い
者
は
他
の
貴

族
に
嫁
ぐ
か
王
宮
を
去
っ
た

[
i
b
i
d
:

11]
。
つ
ま
り
、
ブ
ド
ヨ
は
王

と
の
性
的
な
関
係
を
持
つ
女
性
た
ち
の
舞
踊
で
あ
り
、
王
女
が
踊

る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
王
家
舞
踊
団
の
公
演
に
は
王
女
も
参
加
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
の
公
演
に
は
女
性
の
踊
り
手
九
人
の
う
ち
五
人
が
王

女
で
あ
る
た
め
、
王
女
全
員
が
プ
ド
ヨ
に
出
演
し
て
い
る
。
一
九

九
三
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
で
は
女
性
の
踊
り
手
―
一
人
の
う
ち

四
人
が
王
女
で
あ
り
、
ブ
ド
ヨ
が
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
王
女
二
人
は
ブ
ド
ヨ
に
出
演
し
て
い
る
。
一
九
八
五

年
の
日
本
公
演
で
は
、
女
性
の
踊
り
手
九
人
の
う
ち
二
人
が
王
女

で
、
当
然
―
一
人
と
も
ブ
ド
ヨ
に
出
演
し
て
い
る
。
一
九
九
七
年
の

日
本
公
演
で
は
女
性
の
踊
り
手
は
一
三
人
で
、
ス
リ
ン
ピ
四
人
と

ブ
ド
ヨ
九
人
の
踊
り
手
は
重
複
せ
ず
、
四
人
の
王
女
は
全
員
ス
リ

舞
踊
劇
は
宮
廷
舞
踊
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
宮
廷
内
に
お
い

て
後
宮
に
住
む
ブ
ド
ヨ
と
外
か
ら
勤
務
し
て
く
る
男
性
の
踊
り
手

が
同
じ
舞
台
を
踏
む
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
か
つ
て
の
宮
廷

で
は
男
女
の
区
別
は
厳
格
で
、
三
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
男
性

舞
踊
ウ
ィ
レ
ン
と
女
性
舞
踊
ス
リ
ン
ピ
と
ブ
ド
ヨ
が
練
習
さ
れ
る

曜
日
も
場
所
も
異
な
っ
て
い
た
。
筆
者
が
宮
廷
の
定
期
練
習
に
参

加
し
て
い
た
時
期
で
も
、
舞
踊
劇
の
練
習
は
公
演
直
前
以
外
全
く

行
わ
れ
な
か
っ
た
。

舞
踊
劇
が
公
演
演
目
に
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
舞
台
公
演
と
し
て
、

抽
象
的
な
宮
廷
舞
踊
の
上
演
だ
け
で
は
難
し
い
と
い
う
判
断
が

あ
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
王
族
が
非
公
式
の
場

--'-
ノ‘

ン
ピ
に
参
加
し
た
。
王
女
が
ブ
ド
ヨ
も
踊
る
の
は
踊
り
手
の
人
数

不
足
の
ゆ
え
で
は
な
く
、
王
女
が
王
家
の
舞
踊
伝
承
の
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
、
王
女
が
ド
ド
ッ
・
ア
グ
ン
と
呼
ば

れ
る
ブ
ド
ヨ
特
有
の
衣
装
を
着
て
踊
る
写
真
が
一
ペ
ー
ジ
全
体
ま

た

は

見

開

き

で

大

き

く

掲

載

さ

れ

て

い

る

[
H
o
n
g
K
o
n
g
 

1
9
8
5
b
:
 1
5
,
 2
7
、
ニ
ッ
セ
イ
1
9
9
5
:
2
4
,
2
5
,
 4
0
、
C
e
m
p
a
k
a
:
l

]

こ

と
か
ら
も
、
そ
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

宮
廷
外
で
発
展
し
た
舞
踊
劇
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で
親
し
ん
で
い
た
舞
踊
劇
が
演
目
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
出
の

S
R
I
の
ラ
ジ
オ
番
組
表
で
も
、
一
九
四

0
年
一
―
一
月
一

七
日
、
一
九
一
四
年
一
月
一
七
日
、
同
二
月
九
日
の
夜
八
時
一
五

分
か
ら
夜
中
の
二
時
ま
で
、
マ
ン
ク
プ
ミ
王
子
の
邸
宅
か
ら
ワ
ヤ

ン
・
オ
ラ
ン
舞
踊
劇
が
中
継
さ
れ
て
お
り
、
王
子
や
関
係
者
が
内

輪
で
楽
し
ん
で
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
二

0
0
二
年

―
一
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
パ
ク
・
ブ
ウ
ォ
ノ
―
二
世
の
八
〇

歳
の
誕
生
記
念
行
事
で
は
、
行
事
の
公
的
儀
礼
の
部
分
は
大
プ
ン

ド
ポ
（
儀
礼
空
間
、
『
プ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』
が
上
演
さ
れ
る
空
間
）
で
行
わ

れ
た
が
、
王
の
孫
た
ち
に
よ
る
舞
踊
劇
『
ク
ス
モ
・
ユ
ド
』
は
、

食
事
や
他
の
余
興
が
供
さ
れ
た
ホ
ン
ド
ロ
ウ
ィ
ノ
（
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
）
で
上
演
さ
れ
た
。
元
々
王
族
に
は
舞
踊
や
音
楽
を
た
し
な

む
こ
と
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
芸
術
を
愛
好
す
る
王
族
は
自

ら
芸
術
活
動
を
主
催
す
る
。
し
か
し
、
本
来
の
宮
廷
舞
踊
は
あ
く

ま
で
も
宮
廷
内
で
儀
礼
と
し
て
上
演
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

王
族
と
い
え
ど
も
、
む
し
ろ
王
族
で
あ
る
が
ゆ
え
に
王
と
比
肩
し

て
同
じ
演
目
を
上
演
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
王
子

た
ち
は
、
宮
廷
外
で
の
活
動
で
は
宮
廷
芸
術
を
基
礎
と
し
な
が
ら

も
新
し
い
芸
術
を
生
み
出
す
こ
と
に
注
力
し
、
そ
の
た
め
に
民
間

芸
術
の
要
素
も
取
り
入
れ
て
き
た
。
民
間
起
源
の
男
性
単
独
舞
踊

が
宮
廷
関
係
者
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
。

ス
ラ
カ
ル
タ
宮
廷
が
公
演
演
目
に
入
れ
て
い
る
舞
踊
劇
は
、
「
特

徴
と
し
て
、
音
楽
が
最
も
重
要
な
要
素
と
し
て
、
途
切
れ
る
こ
と

な
く
全
体
を
支
え
て
い
る
。
踊
り
手
は
台
詞
を
語
っ
た
り
歌
っ
た

り
す
る
こ
と
は
な
く
、
語
り
手
も
い
な
い
で
一
ッ
セ
イ
1
9
9
5
:
1
8
]

」

も
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
舞
踊
劇
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
従
来
、
ス
ン

ド
ラ
タ
リ
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
ス
ン
ド
ラ
タ
リ
と
は
一
九
六
一
年

に
始
ま
る
プ
ラ
ン
バ
ナ
ン
寺
院
で
の
観
光
舞
踊
劇
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ

ナ
・
バ
レ
エ
」
で
初
め
て
作
り
出
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
、
歌
や
語

り
に
よ
る
台
詞
が
な
く
、
舞
踊
の
動
き
だ
け
で
物
語
が
表
現
さ
れ

る

[
P
谷
K
1
9
8
2
:
 9
4
]

。
ス
ン
ド
ラ
タ
リ
に
先
行
す
る
舞
踊
劇
の
形

態
が
ワ
ヤ
ン
・
オ
ラ
ン
だ
が
、
こ
れ
に
は
ジ
ャ
ワ
語
の
セ
リ
フ
が

あ
る
た
め
、
外
国
人
観
光
客
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
台
詞
が

廃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ス
ン
ド
ラ
タ
リ
は
、
も
と
も
と
観
光
用
に

作
ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
た
め
、
海
外
公
演
で
も
受
け
入
れ
ら

れ
や
す
い
と
予
想
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
『
ラ
ー
マ
ー

ヤ
ナ
・
バ
レ
エ
」
を
制
作
し
た
の
は
、
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
ス
ル

ヨ
ハ
ミ
ジ
ョ
ヨ
王
子
（
パ
ク
・
ブ
ウ
ォ
ノ
―
二
世
の
伯
父
）
が
校
長
を
務

め
る
芸
術
高
校
で
教
鞭
を
執
る
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
芸
術
家
た
ち

で
あ
り
、
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
芸
術
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
と

見
な
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
舞

踊
劇
は
ワ
ヤ
ン
・
オ
ラ
ン
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
『
タ
マ
ン
・

ソ
コ
」
は
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
の
中
の
場
面
の
一
部
で
ス
ン
ド
ラ
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タ
リ
形
式
で
上
演
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
『
ク
ス
モ
ユ
ド
』
も

見
目
麗
し
い
武
将
と
悪
鬼
の
戦
い
の
場
面
が
中
心
で
、
現
行
同
様

台
詞
な
し
で
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
か

ら
台
詞
な
し
の
ス
ン
ド
ラ
タ
リ
の
様
式
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
・
バ
レ
エ
』
は
観
光
客
の
ア
ジ
ア
の
伝
統
に
対

す
る
憧
れ
を
満
た
す
形
で
上
演
さ
れ
て
き
た
。
プ
ラ
ン
バ
ナ
ン
寺

院
を
借
景
に
し
た
野
外
巨
大
舞
台
で
の
上
演
は
、
あ
た
か
も
こ
の

舞
踊
劇
が
古
代
か
ら
連
綿
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
か
の
よ
う
な
、
同

寺
院
で
、
あ
る
い
は
古
代
の
宮
廷
で
実
際
に
上
演
さ
れ
て
い
た
か

(12) 

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
観
光
客
に
与
え
る
。
し
か
も
ス
ラ
カ
ル
タ

王
家
が
海
外
公
派
に
乗
り
出
し
た
一
九
九

0
年
代
当
時
、
す
で
に

三
0
年
余
り
続
い
た
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
・
バ
レ
エ
」
は
す
で
に
伝

統
化
し
て
お
り
、
王
家
部
外
者
、
と
り
わ
け
外
国
人
観
客
に
は
王

家
舞
踊
団
が
こ
の
種
の
舞
踊
劇
を
上
演
す
る
こ
と
に
違
和
感
は
な

か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

し
か
し
、
ジ
ャ
ワ
王
家
の
伝
統
的
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の

海
外
公
演
全
体
の
組
み
立
て
は
、
平
素
の
宮
廷
で
の
舞
踊
練
習
の

成
果
を
反
映
し
た
も
の
で
も
、
伝
統
的
な
宮
廷
舞
踊
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
を
再
現
し
た
も
の
で
も
な
い
。
現
実
や
伝
統
と
は
異
な
る
、

想
像
上
の
宮
廷
舞
踊
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
て
い
る
。
普
段
は
ほ

と
ん
ど
、
あ
る
い
は
全
く
練
習
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ブ
ド
ヨ
や
舞

踊
劇
が
宮
廷
舞
踊
団
の
演
目
と
し
て
上
演
さ
れ
る
。
し
か
も
、
王

七
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
示
す
る
イ
メ
ー
ジ

女
が
臣
下
の
舞
踊
で
あ
る
プ
ド
ヨ
を
踊
っ
た
り
、
ブ
ド
ヨ
（
女
性
の

踊
り
手
）
が
舞
踊
劇
に
加
わ
っ
た
り
、
宮
廷
儀
礼
と
し
て
の
プ
ド
ヨ

と
王
宮
外
で
の
活
動
成
果
で
あ
る
舞
踊
劇
が
同
一
の
舞
台
で
上
演

さ
れ
た
り
と
い
っ
た
、
過
去
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
光
景
が
展
開

さ
れ
る
。

一
九
八
五
年
、
一
九
九
三
年
、
一
九
九
五
年
、
一
九
九
七
年
の

公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
芸
術
の
担
い
手
と

し
て
提
恋
さ
れ
る
も
の
の
変
遷
が
読
み
取
れ
る
。
一
九
八
五
年
の

公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
の
支
援
を
受
け
て
い
る
が
、
舞
踊
や
音
楽
と
い
っ
た
宮
廷
芸
術

を
永
続
的
に
支
え
て
い
る
の
は
王
の
子
供
た
ち
ゃ
王
族
た
ち
を
含

む
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る

[
H
o
n
g
K
o
n
g
 

1
9
8
5
b
:
 1
6
]
。
と
は
い
え
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
よ
る
支
援
に
よ
っ

て
一
時
的
に
王
宮
で
芸
術
を
学
ぶ
者
が
い
る
こ
と
や
、
王
宮
に
残

ら
な
い
者
で
も
王
宮
外
で
宮
廷
芸
術
の
広
が
り
に
貢
献
し
た
こ
と

が
記
述
さ
れ
、
宮
廷
芸
術
が
幅
広
く
社
会
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
九
九
三
年

以
降
の
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
政
府
の
役
割
が
全
く
言
及
さ
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
と
、
そ
の
宮
廷
舞
踊
を
解
禁
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に
導
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
引
き

継
ぐ
芸
術
大
学
や
国
立
芸
術
高
校
と
の
間
に
は
次
第
に
麒
甑
が
生

ま
れ
て
お
り
[
冨
岡
二

O
一
O
r
ス
ラ
ヵ
ル
タ
王
家
と
し
て
は

王
家
一
族
の
主
体
的
な
努
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
の
だ
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
の
名
前
は
五

人
の
王
女
中
四
番
目
に
置
か
れ
て
い
る

[
H
o
n
g
K
o
n
g
 1
9
8
5
:
 3
0
]
。

パ
ウ
イ
ヤ
タ
ン
財
団
が
発
足
し
た
一
九
九
三
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
表
紙
は
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
一
人
の
写
真
で
あ
り
、
そ
の
名
前
は

財
団
の
長
と
し
て
出
演
者
紹
介
の
筆
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
同
王

女
が
「
ブ
ド
ヨ
・
ス
コ
ハ
ル
ジ
ョ
」
を
改
変
し
た
こ
と
[
C
e
m
p
a
k
a
:
6
]
 

や
舞
踊
劇
の
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
振
付
を
手
掛
け
た
こ
と

[
i
b
i
d
:
8
]
 

が
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
王
女
が
宮
廷
舞
踊
の
継
承
に
お
い

て
名
実
と
も
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
さ
ら
に
一
九
九
五
年
、
一
九
九
七
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

パ
ク
・
プ
ウ
ォ
ノ
―
二
世
と
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
が
二
人
並
ん
だ
写

真
が
掲
載
さ
れ
、
王
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
お
り
で
一
ッ

セ
イ
1
9
9
5
:
6
'
7
、
J
S
I
M
D

1
9
9
7
:
 
11]
、
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
へ
の
王

の
信
任
の
厚
さ
を
示
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
『
ブ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』
に

関
す
る
記
述
が
全
く
な
い
が
、
一
九
九
三
年
か
ら
『
プ
ド
ヨ
・
ク

タ
ワ
ン
』
へ
の
言
及
が
始
ま
る
。
特
に
一
九
九
七
年
の
公
演
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
即
位
記
念
の
儀
礼
で
玉
座
に
座
る
王
や
『
プ
ド
ヨ
・

ク
タ
ワ
ン
」

の
衣
装
を
つ
け
た
踊
り
手
の
写
真
が
最
初
に
掲
げ
ら

れ
[
J
S
I
M
D
1
9
9
7
:
l
]

、
公
演
の
プ
ド
ヨ
出
演
者
が
『
ブ
ド
ヨ
・
ク

タ
ワ
ン
』
を
担
う
踊
り
手
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

舞
踊
の
写
真
は
本
来
そ
の
舞
踊
が
上
演
さ
れ
る
べ
き
空
間
で
撮
影

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
女
性
舞
踊
の
写
真
は
す
べ
て
「
ブ
ド
ヨ
・

ク
タ
ワ
ン
』
が
上
演
さ
れ
る
儀
礼
空
間
の
大
プ
ン
ド
ポ
の
舞
台
（
床

面
よ
り
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
）
上
で
、
男
性
舞
踊
の
写
真
は
ス
モ
ロ

コ
ト
と
呼
ば
れ
る
練
習
場
所
で
撮
影
さ
れ
た
。
一
方
、
一
九
九
五

年
の
日
本
公
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ブ
ド
ヨ
と
舞
踊
劇
の
イ
メ
ー

ジ
写
真
と
し
て
一
枚
ず
つ
大
プ
ン
ド
ポ
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
が
掲

載
さ
れ
た

U
一
ッ
セ
イ
1
9
9
5
:
1
8
'
1
9
,
 2
4
,
2
5
]

が
、
他
の
衣
装
を

着
け
て
の
練
習
風
景
の
写
真
は
す
べ
て
ス
モ
ロ
コ
ト
で
撮
影
さ
れ

た
。
ま
た
一
九
九
三
年
の
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
衣
装
を
つ
け

た
踊
り
手
の
写
真
は
大
プ
ン
ド
ポ
の
舞
台
下
で
、
外
側
に
近
い
ト

ペ
ン
ガ
ン
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
撮
影
さ
れ
た
。
大
プ
ン
ド
ポ
の
上

は
儀
礼
的
な
空
間
で
通
常
は
撮
影
禁
止
の
区
域
で
あ
り
、
そ
の
中

央
に
吊
ら
れ
て
い
る
大
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
中
央
四
隅
の
柱
に
は
精

霊
が
宿
っ
て
い
る
た
め
、
特
別
な
儀
礼
が
な
い
限
り
布
で
覆
わ
れ

て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
写
真
で
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
柱
の
覆
い
は

取
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
特
別
の
供
物
を
必
要
と
す
る

た
め
、
宮
廷
の
全
面
的
な
協
力
な
し
に
撮
影
は
実
現
し
な
い
。
そ

の
他
、
大
プ
ン
ド
ポ
で
使
用
さ
れ
る
ガ
ム
ラ
ン
楽
器
の
写
真
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さ
ら
に
、

[
J
S
I
M
D
1
9
9
7
:
 8
・2
1
.
2
7
]

や
王
宮
モ
ス
ク
で
の
イ
ス
ラ
ム
儀
礼
の

写
真

[
i
b
i
d
:
4
,
6
,
 2
7
]

な
ど
、
普
段
は
撮
影
で
き
な
い
宮
廷
の
内

奥
の
写
真
も
多
く
掲
載
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
が
宮
廷
芸
術
の

儀
礼
性
の
高
さ
や
王
家
の
存
在
意
義
を
主
張
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

一
九
九
七
年
の
公
演
演
目
で
は
過
去
の
宮
廷
芸
術
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
で
き
る
だ
け
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
舞
踊

劇
は
な
く
、
男
性
単
独
舞
踊
の
「
ク
ロ
ノ
・
ト
ペ
ン
」
以
外
、
上

演
演
目
は
ブ
ド
ヨ
、
ス
リ
ン
ピ
、
ウ
ィ
レ
ン
と
い
う
狭
義
の
宮
廷

舞
踊
―
―
一
種
類
に
限
ら
れ
た
。
ス
リ
ン
ピ
の
演
目
が
入
っ
た
の
は
一

九
八
五
年
以
来
初
め
て
で
あ
り
、
逆
に
王
女
が
プ
ド
ヨ
上
演
に
加

わ
ら
な
か
っ
た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
公
演
は
パ
ウ
イ
ヤ
タ
ン

財
団
の
設
立
前
後
で
ま
ず
変
わ
る
。
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
王
女
が
貢
献
し
て
い
る
『
プ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
」

の
継
承
と
、
王
の
パ
ク
・
ブ
ウ
ォ
ノ
―
二
世
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ

ァ
ッ
プ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
九
九
七
年
公
演
で
は
本
来
の
宮
廷

舞
踊
と
「
プ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』
の
俄
礼
的
側
面
が
一
層
強
調
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
舞
踊
団
の
海
外
公
演
の
演
目
の
中
心
は
プ
ド

ヨ
と
舞
踊
劇
で
あ
る
。
プ
ド
ヨ
は
植
民
地
時
代
末
期
の
一
九
二
〇

年
代
前
後
か
ら
人
々
の
関
心
を
集
め
て
き
た
が
、
そ
れ
は
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
古
い
歴
史
的
価
値
を
持
つ
プ
ド
ヨ
公
演
を

見
た
い
と
い
う
欲
求
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
舞
踊
劇
は
一
九
六
一
年
か
ら
観
光
用
に
始
ま
っ
た
ジ
ャ
ン

ル
だ
が
、
歴
史
的
な
舞
踊
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
す
で
に
伝
統

舞
踊
化
し
て
い
る
た
め
、
一
般
の
人
々
の
目
に
は
宮
廷
舞
踊
と
し

て
違
和
感
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
ジ
ャ
ワ
宮
廷
の
文

脈
で
は
プ
ド
ヨ
と
舞
踊
劇
は
本
来
、
同
じ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
上
演

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
両
者
と
も
普
段
の
定
期
練
習
で
ほ

と
ん
ど
練
習
さ
れ
て
い
な
い
公
演
用
の
演
目
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
王
家
の
海
外
公
演
は
、
伝
統
的
な
宮
廷
の
文
脈
や
現
実
の
実

践
と
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
や
観
光
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
き
た
ジ
ャ
ワ
宮
廷
舞
踊

の
イ
メ
ー
ジ
を
再
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ラ
カ

ル
タ
王
家
は
パ
ウ
イ
ヤ
タ
ン
財
団
設
立
後
か
ら
、
次
第
に
求
め
ら

れ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
に
自
ら
の
主
張
を
重
ね
て
提
示
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
儀
礼
舞
踊
『
ブ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』
を
伝

八

む

す

び
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ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
定
期
練
習
参
加
に
当
た
っ
て
は
田
村
史
氏

に
紹
介
の
労
を
取
っ
て
い
た
だ
き
、
ム
ル
テ
ィ
ア
王
女
以
下
多
く

の
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
あ
ら
た
め
て

御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
筆
者
の
ス
ラ
カ
ル
タ
ヘ
の
留
学
・
調

終
り
に

承
す
る
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
一
九
七

0
年
代

に
宮
廷
舞
踊
の
演
目
が
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
解
禁
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
『
プ
ド
ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』
以
外
の
演
目
は
国
の
共
有
財

産
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
王
家
の
伝
統
舞
踊
と
い
う
よ
り
も
、
ジ
ャ

ワ
地
域
の
伝
統
舞
踊
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ラ
カ
ル
タ
王

家
自
身
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
す
る
に
は
、
「
プ
ド

ヨ
・
ク
タ
ワ
ン
』
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
強
調
す
る
他

な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
資
料
の
あ
る
一
九
九
七
年
ま
で
の
王
家
舞
踊
団
の
活

動
ま
で
を
分
析
対
象
と
し
た
。
し
か
し
、
一
九
九
七
年
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
宮
廷
舞
踊
の
儀
礼
性
の
強
い
主
張
の
動

機
や
そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
よ
り
詳
し
く
知
る
た
め
に
は
、

二
0
0
0年
代
以
降
の
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
舞
踊
団
の
活
動
内
容
や

王
家
全
体
の
動
向
の
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
ら
た
め
て

別
稿
に
譲
り
た
い
。
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資料一

2012年（第23回）福岡アジア文化賞

経歴

インドネシア、中部ジャワ州ソロ市生まれ

日本、ヨーロッパ、米国にてスロカルト王家宮廷舞踊公演

香港、アジア・アートフェスティバルにて宮廷舞踊公演

インドネシア、スプラス・マレット大学卒業（ジャワ文学）

スロカルト王家教育文化財団代表

クス・ムルティア・パク・ブウォノ

1960 

1984 

1986 

1987 

1991-

1992 ジャワ宮廷秘曲として伝承されてきたガムラン音楽スリンピ・ソンゴバディ世界初の録音 (1994年に

キングレコードよりCDとして刊行）

1993 米国、ネクスト・ウェープフェステイパルにて宮廷舞踊公演「PASSAGETHROUGH THE GONG」（サル

ドノ •W ・クスモ氏と共演）

オーストラリア、ワラナフェスティバルにて宮廷舞踊公演

シークレット・イ ンドネシアフェステバル宮廷舞踊ヨーロッパ公演

1995 インドネシア共和国建国50周年記念公演「ソロ・スロカルト王家のガムランと舞踊ークラトンの夢と

伝説」宮廷舞踊団団長（東京、日生劇場）

パリ、カルチェ・デテフェステイパルにて宮廷舞踊公演

1995-2008 全インドネシア王家フェスティバルにて宮廷舞踊公演（インドネシア各地にて）

1995→ インドネシア王家情報・通信フォーラム事務局長

1996 オランダ、アムステルダムミュージックシアクー音楽祭にて宮廷舞踊公演

1997 インドネシア・日本友好祭「ジャワ・スロカルト王家のガムランと舞踊（青銅の香織・花の閤き）」舞踊団

団長（東京）

中部ジャワ州政府よりパクティ・ウバプラダナ賞

1998 ジョクジャカルタ特別区アディパラより観光・芸術文化賞

1999-2004 インドネシア国民協議会議員

2003 マレーシア、アジア芸術祭にて宮廷舞踊公演

ジャカルタ、シェーンプルグフェスティバルにて宮廷舞踊公演

2004- スロカルト王家文書局長

2005 ドイツ、ドレスデン音楽祭にて宮廷舞踊公演「スロカルト王家の秘義」

2008 スプラス・マレット大学修士号（居住環境教育）

2009 バリ、フェステイパル・ド・イマジネールにて宮廷舞踊公演

スロカルト王家伝統法議会会長

2009- インドネシア国民協議会識員

2010 韓国、安東国際民俗芸術・仮面舞踊フェステイパルにて公演

主な作品 (CD)

『クラトンの夢～ソロ・ススフナン王宮のガムラン［［』（キングレコード．日本． 1995)

『音の世界遺産ジャワのガムラン～王宮の伝説』（キングレコ ード．日本． 1999)

『中部ジャワ・ガムランの巨匠／王宮の燎めき』（キングレコード．日本． 1999)

『決定版！癒しのアジア』（キングレコード、日本． 2003)

『中部ジャワ／ソロ、ススフナン王宮のガムラン』（キングレコード．日本．2008)

揖岡アジア文化賞委員会事務局 http:/ /fvkvoko -prize. org/ 
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表一

1984 

゜
日本、ヨーロッパ、米国にてスロカルト王家宮廷舞踊公演

1985 

゜
香港、アジア・アートフェスティバルにて宮廷舞踊公演

゜
米国、ネクスト・ウェープフェスティバルにて宮廷舞踊公演

「PASSAGETHROUGH THE GONG」（サルドノ• W ・クスモ氏と共演）
1993 

オーストラリア、ワラナフェスティバルにて宮廷舞踊公演

゜
シークレット・インドネシアフェステバル宮廷舞踊ヨーロッパ公演

゜
インドネシア共和国建国50周年記念公演

1995 「ソロ・スロカルト王家のガムランと舞踊ークラトンの夢と伝説」宮廷舞踊団団長（東京、日生劇場）

△ パリ、カルチェ・デテフェスティバルにて宮廷舞踊公演

1996 △ オランダ、アムステルダムミュージックシアター音楽祭にて宮廷舞踊公演

1997 

゜
インドネシア・日本友好祭

「ジャワ・スロカルト王家のガムランと舞踊（青銅の香織・花の響き）」舞踊団団長（東京）

2003 マレーシア、アジア芸術祭にて宮廷舞踊公演

2005 ドイツ、 ドレスデン音楽祭にて宮廷舞踊公演「スロカルト王家の秘儀」

2009 パリ、フェスティバル・ド・イマジネールにて宮廷舞踊公演

2010 韓国、安東国際民俗芸術・仮面舞踊フェスティバルにて公演

表二

年 場所 舞踊の種類 演 目 名

プ ド ヨ 「ドウロダセj(1, 2) 

スリンピ 「ゴンドクスモ」 (1)

1985 香港
女性舞踊 「スリカンデイ・ムストコウェニ」 (2)

ウィレン 「ラウンJ(1)、「ボンドユドJ(2)、rトジョヨ・レワントコJ0,2) 
男性単独舞踊 「クロノ・トペン」 (1,2) 

舞 踊 劇 「タマン・ソコ」 (I)、「クスモユド」 (2)

プ ド ヨ 『パンクル」、「ドウロダセJ、『スコハルジョJ

女性舞踊 『スリカンデイ・ムストコウェニ」※

ヨーロッパ
ウィレン 「ボンドユドj※、「ラウンj

1993 
10都市 男性単独舞踊 「クロノ・トペン」、「ガトコチョ・ガンドゥルン」、『ガルード・ヤクソ』

舞踊劇
「ラーマーヤナ」、「クスモユド」、「アルジュノ・ウィウォホ』※

「パンジ・トペン・キロパワルノ」

影 絵 「ビモ・スチ」※

プ ド ヨ 「パンクルj、「ドゥロダセ」、「スコハルジョ」

パリ
ウィレン 「ラウン』

男性単独舞踊 「クロノ・トペン」、「ガトコチョ・ガンドゥルン」
1995 

舞 踊 劇 「ラーマーヤナ」、「クスモ・ユド』、『パンジ・トペン・キロパワルノJ

日本
ブ ド ヨ 「パンクルJ(A)、「ドゥロダセ」 (B)

舞 踊 劇 「アルジュノ・ウィウォホJ(A)、「カルノ・タンデン」 (B)

プ ド ヨ 「パンクル」、「ドウロダセ」

1996 オランダ
舞 踊 劇

「アルジュノ・ウィウォホ」、「カルノ・タンデン」

「クロノ・パンジー・トペンj

プ ド ヨ 「パンクル」 (B)、「スコハルジョ」 (A)

1997 日本
スリンビ rゴンドクスモ」 (B)、「サンゴパティ」 (A)
ウィレン 「ボンドユド」 (B)、「ラウン』 (A)

男性単独舞踊 「クロノ・トペン」 (A.B)

[Haryanti 2001: 77-78]、［ニッセイ 1995]、［JSIMD1997]、［Cempaka]、［HongKong 1985a, 1985b]、
福岡アジア文化賞サイトのクス・ムルティア・パク・ブウォノ氏の経歴による。

※は [Cempaka]に掲載されているが、 [Haryanti2001: 77-78]に掲載されていないもの。
演目名の後の（ ）内の数字または記号はプログラムを示す。
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